
開会挨拶：井上副理事長  
   昨年来の経済状態が厳しい中、足元を見な

がら一歩一歩頑張るが、目線を上げて将来の
こともしっかりと考えていくことが大事。 

   衛生基準がヨーロッパやアメリカから来る
ので、我々に求められている安心・安全な醸造発酵食品
をお届けするという立場今日のテーマはから将来役に立
ってくると思う。十分お聞きいただき、ご参考に･･･。 
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「衛生設計に関する食品機械業界の取り組みへの提言」
講演骨子  
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去る１月１９日、東京日比谷松本楼において平成２１年「新春セミナー」ならびに「賀詞交歓会」が開催され

た。セミナーでは「衛生設計」をテーマとして（株）ツーヘンハーゲンの嶋多相談役を講師として招き、続く

賀詞交歓会には経済産業省の担当課長補佐、日本酒造組合中央会の副会長はじめ担当理事などのご来

賓を含め３０名がつどい「食の安心安全をより強固に推進し、一丸となってこの一年を頑張ろう」との力強

い意思を新たにし、盛況のうちに終了した。 

第 1 部 新春セミナー 

第 2 部 賀詞交歓会 

賀詞交歓会の模様は、 

次ページに掲載！ 

 

講師 ㈱ツーヘンハーゲン
相談役 嶋多優氏（前社長）

１．ＥＨＥＤＧ活動 
 ２．ヨーロッパの最新技術 
 ３．最新省エネルギー技術（同社丹羽開発部長） 
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   第第第２２２部部部   「「「賀賀賀詞詞詞交交交歓歓歓会会会」」」    

  
 

□ 日本酒造組合中央会辰馬会長 挨拶（要旨） 

    
 

 
  

 
 
 
 
 
 
                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      
 
 
                                    
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 経済産業省産業機械課 木下課長補佐 
  食品産業は、好不況の影響を受けにくいと聞いているが、食品業界が設備

投資を控えたり先延ばしにしたりという状況があるので、機械業界も厳しい

と感じている。国内受注を安定的に確保すると同時に、世界に目を向けたグ

ローバル展開も必要では･･･。 
  日本の機械メーカーの技術力は高いものがあり、良い製品を長い期間使え、

メンテナンス・アフターケアもきちっとしていることで国内外での評価は高

い。経済産業省としても、皆様からのお話をよく聞いて本当に役に立つ施策

を目指していきたい。 

日本酒造組合中央会 淺見副会長 
 食というものは「平和産業、成熟産業、安定産業」です。しかし、環境は
厳しい時だが、お酒は正に「ピンチはチャンス」のときを得た。こういう時
こそ、みんなが工夫をし、前向きに明るいことをやっていけば必ずや将来が
開ける時でもある。力を合わせてこの一年を明るくしていくべきだ。 
 発酵食品・麹文化の社会というものは、まさに日本の日本たるゆえんの食
文化の粋であるから、みんなで力を合わせてやっていくことが礎にもなり、
明日の発展につながる。  
 元気の「気」も、景気の「気」も、病気の「気」も、すべて「気」から、
気をしっかりもって前向きにやることこそが大切。本日参集の方が気を通じ
合って、気持ちよく、素晴らしい景気、素晴らしい元気が共通の話題になり
ますよう･･･ 

 

 
関西醸造用品組合 高木理事長 
日本酒に対する風向きが変わってき

ている。特に、若い女性の関心度が上昇。 
 今年は、とことん不景気を長いこと経
験しているこの粘り強さで、上昇へと祈
念し「日本酒で乾杯！」 
 

喜多副理事長  
中締め「日本酒で高らかに乾杯三唱」！！ 
 日本酒造組合中央会の淺見副会長もご一緒に！ 
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新春セミナー「衛生設計に関する食品機械業界の取り組みへの提言」
           講師：㈱ツーヘンハーゲンジャパン 嶋多相談役   

（講演録一部紹介） 
 外資系企業において２３年間社長をされ海外経験も豊富である氏は、「日本とヨーロッパ 
の契約方式の違い（日本人とヨーロッパ人の考え方にギャップ）を知っておく必要がある」。 
 「各社が今後海外へ進出（取引）しようとした時に、海外の基準・規格を軽視するのは危 
険であり、ＥＨＥＤＧ（詳細別掲）の認証を得る（パスポートみたいなもの）ことが肝要」 
と強調しました。（氏は、ＥＨＥＤＧＪＡＰＡＮの専門員として現在ご活躍中です） 
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ユーザー業界情報 （食品産業新聞ほか業界新聞に見る） 

貴社は、今いかがですか？ 

今号の一言名言 
「2 種類の人間がいます。1 つは行動を起すタイプ、そしてもう 1 つはチャンスを見逃してしまう

タイプ。さて・・あなたはどちらですか？」    by ドナルド トランプ（アメリカの不動産王） 
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 本調査は、醸界協力新聞社が今年１月に、東北地

方の酒類生産者、卸売業者、小売業者、食品業者、

料飲店ほか１１５名に対し行ったアンケートのま

とめ。 

  
醸造業界の動向「機械・資材に関する動向概観」 

 （食品産業新聞 ０９．１．２２付 より） 


